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研究の概要と背景
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静岡県と袋井市の良さ
• 観光地、自然がたくさん！
• 首都東京から近く足を運びやすい！
• 空港があるため遠方旅客も来やすい！
• 新幹線が停車する駅が６つもある！

観光地として恵まれた環境にあるのにも関わらず
全体的な訪日外国人の増加とは裏腹に・・・

袋井市を訪れる外国人旅行客は多くない
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研究の概要と背景
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袋井市

出典：袋井市観光基本計画
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訪日外国人が日本でやりたいこと
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受入農家は、特別なもてなしは不要
普段通りの生活を提供すればよい
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アグリツーリズモとは
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農業（Agriculture）＋ 観光（Tourism）

農業体験をしつつ、農家に短期滞在する
新しい観光スタイル

⚫ 民宿農家、農泊などと訳される

⚫ その土地で農家に滞在し、季節の食材を使った料理
教室や実際の農業などを体験するもの
＊農家とは、レモン農家、オリーブ農家 等

⚫ イタリアのトスカーナ、ソレント、シチリアなどが有名
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アグリツーリズモの開催場所
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イタリア ソレント
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アグリツーリズモからのエクスカーション
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名だたる景勝地への拠点

カプリ島 青の洞窟

ポジターノ

アマルフィ
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国内における農泊ネット
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→ 宿泊可能な農泊民家の情報を提供している

https://nohaku.net/ より

https://nohaku.net/
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解決すべき課題
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• 国内でアグリツーリズモの導入モデルを確立する

• 国内農泊の成功事例を調査し、本提案方式の導
入モデルが当てはまるかを評価する

• 以上の検討を踏まえて、袋井市の行政に対する提
言をまとめる
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仮説／農泊の導入モデル
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導入モデルの仮説（１）
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1. 移動手段
本国から民泊地へわかりやすく、より簡便な移動手段であり、
半日以内程度で到着できる距離

2. 受け入れ家屋
訪日外国人が農泊に求めるのは、日本の田舎体験 田舎料
理なので特別な準備は不要

3. コミュニケーション手段
お金をかけず、気軽にお互いの言語を橋渡しできるコミュニケー
ション手段が必要になる
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導入モデルの仮説（２）
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4. 観光コンテンツ・農業体験
農泊を拠点として小旅行を行うため、近隣の観光地やアク
ティビティが必要

5. 行政の積極的な関与
農家だけで完結することは難しいため、行政の協力のもと広
告集客や資金援助が必要



13

事例 鹿児島県出水市

Copyright © 2021 TATSUKI HOSHINO All rights Reserved

→ 定年を迎えた高齢者が
食事や宿泊場所を提供するというビジネスモデル
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農泊事例（１） 井手上家 交通手段
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九州新幹線 開設

出水市から博多まで
４時間

出水市から博多まで
60分

新大阪駅まで直通

民営化された旧JR 九州新幹線

鹿児島空港

LCC（Low-cost Carrier)では、
鹿児島⇔香港間を片道2,000円で行き来できる
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農泊事例（１） 井手上家 行政の取組み
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• 中央政府からの補助金で設備投資を行う
• 観光スポットや農泊を紹介するWebサイトの開設
• 簡易民宿の許可や旅行業法の資格などの煩雑な手続
きを省略して農家の負担を減らした
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農泊事例（１） 井手上家 家屋と夕食
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農泊事例（１） 井手上家 エクスカーション
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農泊事例（１） 導入モデルの適用
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農泊事例（２） 和田家 家屋と夕食
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農泊事例（２） 和田家 農業体験
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農泊事例（２） エクスカーション 武家屋敷
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農泊事例（２） 導入モデルの適用
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事例 袋井市
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考察 提案方式の袋井市への適用
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コミュニケーション手段 受け入れ家屋
行政の積極的な関与 の三つの要素が不足
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袋井市への提言
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⚫ 出水市の行政との連携、ノウハウの共有

⚫ 周辺の5市１町と連携し、宿泊施設を準備する

⚫ アグリツーリズモなどに参加する農家に対し農山漁村振興
交付金を拠出する仕組み

⚫ 情報交換の場を設ける



26

むすび
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• コロナウィルスのパンデミックにより県を跨ぐ移動に制限
がかけられ、今年の取材は断念し、昨年の取材を元に
卒業論文にまとめた。

• 今後のコロナウィルスの動向次第で農泊や観光の未
来は大きく変わる。一刻も早い解決が望まれる。

• 今後の課題として、別の農泊地でこの提案方式を適
用してどのような結果になるのか試す必要がある。
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End of Document
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